
惣菜業界の自動化促進に向けた取組

経済産業省

製造産業局 ロボット政策室



革新的ロボット研究開発等基盤構築事業
令和6年度予算額 9.6億円

事業の内容 事業スキーム（対象者、対象行為、補助率等）

事業目的

深刻化する人手不足への対応や生産性向上の鍵となるロボッ
トを幅広い産業分野への導入を進め、社会実装を加速させて
いく。

製造産業局産業機械課ロボット政策室

商務・サービスグループ物流企画室

成果目標

（1）のプロジェクト終了時（2024年度）までに、屋内においては施設管理、
小売及び食品製造の分野におけるロボットフレンドリーな環境に資する標準規格
の策定件数を3件とする。また屋外においても、10台以上の自動配送ロボットを
遠隔監視・操作可能なシステムの実用化件数を2件とする。

（2）のプロジェクト終了時（2024年度）までに、未導入領域へのロボット実
装に資する要素技術を2件創出する。また、本事業の成果を活用し、2029年
度を目途に、ロボットの動作作業の省エネルギー化を目指す。（効率を現状の
1.5倍）。

事業概要

（１）ロボットの未導入領域におけるロボット社会実装に向けて、ユー
ザーの業務フローや施設環境の変革を含むロボットフレンドリーな環境
の実現が必要である。このため、ユーザー、メーカー、システムインテグレ
ーター等が連携し、①屋内環境、②屋外環境のそれぞれにおいて、
ロボットフレンドリーな環境の実現に向けて研究開発等を実施する。

（２）多品種少量生産にも対応可能な産業用ロボットの実現に向け
、鍵となる、「ハンドリング関連技術」、「遠隔制御技術」、

「ロボット新素材技術」、「汎用動作計画技術」等の要素技術に係る
基礎・応用研究について、産業界と大学等研究機関とが協調して推
進する研究開発を支援する。 

補助※
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民間企業等 民間企業等
（ロボットユーザー企業等）

国
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（NEDO）

国
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ロボットフレンドリーな
環境の実現を目指す

分野例
（（１）関連）

ビルの清掃 惣菜の盛り付け
自動配送ロボットの公道走行
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民間企業等

民間企業等
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※施設管理分野における大企業向けは1/2、それ以外は2/3の補助率
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革新的ロボット研究開発等基盤構築事業
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事業目的
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トを幅広い産業分野への導入を進め、社会実装を加速させて
いく。 

製造産業局産業機械課ロボット政策室

商務・サービスグループ物流企画室

成果目標
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（2）のプロジェクト終了時（2024年度）までに、未導入領域へのロボット実
装に資する要素技術を2件創出する。また、本事業の成果を活用し、2029年
度を目途に、ロボットの動作作業の省エネルギー化を目指す。（効率を現状の
1.5倍）。 

事業概要

（１）ロボットの未導入領域におけるロボット社会実装に向けて、ユー
ザーの業務フローや施設環境の変革を含むロボットフレンドリーな環境
の実現が必要である。このため、ユーザー、メーカー、システムインテグ
レーター等が連携し、①屋内環境、②屋外環境のそれぞれにおいて、
ロボットフレンドリーな環境の実現に向けて研究開発等を実施する。

（２）多品種少量生産にも対応可能な産業用ロボットの実現に向け
、鍵となる、「ハンドリング関連技術」、「遠隔制御技術」、

「ロボット新素材技術」、「汎用動作計画技術」等の要素技術に係る
基礎・応用研究について、産業界と大学等研究機関とが協調して推
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自動配送ロボットの公道走行

民間企業等

民間企業等

民間企業等

（１）②

  補助（2/3、1/2）

※施設管理分野における大企業向けは1/2、それ以外は2/3の補助率
惣菜の盛付工程
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ロボットフレンドリー（ロボフレ）な環境

ユーザーA

ユーザーB

ユーザーC

ユーザーA

ユーザーB

ユーザーC

ロボフレ環境

ロボフレ環境

ロボフレ環境

ロボットが
一品モノ化して
スケールしない

ロボットの
仕様が収斂する
ことでスケール
しやすくなる

ロボット実装モデル構築推進タスクフォース
ロボットのユーザー・メーカー・SIerから成る、標準化検討チーム

施設管理TC 食品TC 小売TC 物流倉庫TC

現状

目指す姿

【TC長】(一社) 日本惣菜協会

イチビキ㈱ ㈱今里食品 カネカ食品㈱ ケンコーマヨネーズ㈱
㈱三和製玉 ㈱ジャンボリア ㈱デリカスイト ㈱デリモ
㈱日清製粉デリカフロンティア フジッコNEWデリカ㈱
㈱フジデリカ・クオリティ ㈱フレッシュセブン ㈱ベルク ㈱ホームデリカ
マックスバリュ東海㈱

SMC㈱ ㈱FAプロダクツ エプソン販売㈱ オムロンセンテック㈱
㈱カミナシ ㈱グルーヴノーツ コネクテッドロボティクス㈱ 三機工業㈱
㈱GEクリエイティブ シーピー化成㈱ セイコーエプソン㈱
㈱寺岡精工 ㈱東邦大信 ㈱ナベル ㈱FingerVision ㈱豆蔵
三菱HCキャピタル㈱ リスパック㈱

ユーザー企業

メーカー・SIer企業
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これまでの成果と取組状況

マックスバリュ東海 長泉工場での実装 ロボット大賞 中小・ベンチャー大賞を受賞

業界初の惣菜盛り付けロボットシステムを開発・実装（2021年度）

小型化 低価格化 多品目対応 他業種対応

作業領域の拡大（弁当盛り付け蓋閉め、製品・番重移載）

ロボフレ容器開発 番重の標準化

デジタルツインを可能とする
データフォーマットの作成

量子コンピュータを活用した
シフト計算ソフトの開発

ロボットシステムのエンハンス

容器等の標準化

導入環境の構築

社
会
実
装
（
市
場
ス
ケ
ー
ル
）
に
向
け
た
研
究
開
発
を
継
続
実
施

※農林水産省 食品製造課 食品企業行動室との連携
※出展:日本惣菜協会 プレスリリースより
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ユーザー・SIer、行政が連携した高速社会実装
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ユーザー・SIer、行政が連携した高速社会実装

・惣菜業界大での課題の抽出
・協調領域、標準化領域の特定
・最低限の要求仕様の特定

・特定した課題や領域に対応する
研究開発/現場検証を補助

・開発/検証結果の共有
・課題を踏まえた改良要素の特定
（成果の横展開を前提）
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省力化（オーダーメイド枠）新設
 ※補助上限額を拡充



成長型中小企業等研究開発支援事業
（Go-Tech事業）

中小企業庁
技術・経営革新課



成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech事業）
令和6年度予算案額 128億円（133億円）

事業の内容 事業スキーム（対象者、対象行為、補助率等）

事業目的

中小企業が下請け構造から脱却し成長を実現するためには、もの

づくり基盤技術及びサービスモデルの高度化を図ることが重要。

中小企業による持続的な成長のため、研究開発及びその成果の

事業化を支援するとともに、中小企業が自立的にイノベーションを

創出していくためのエコシステムの形成を図ることを目的とする。

中小企業庁経営支援部

経営支援課

技術・経営革新課

成果目標

○短期的には、事業終了時点での以下の達成を目指す。

・個々のプロジェクトの研究開発達成度50%超

○最終的には、事業終了後５年経過時点で以下の達成を目指す。

・事業化を達成するプロジェクトが50％超

・補助事業者全体の付加価値額が15％以上向上

・補助事業者全体の給与支給総額が7.5%以上向上

・補助事業の総売上累計額が総予算投入額の150%

事業概要

中小企業が大学・公設試等の研究機関等と連携して行う、研究

開発、試作品開発等に係る取組を最大３年間支援する。加え

て、採択された事業者を対象に、研究開発成果の販路開拓等に

ついても支援する（旧戦略的基盤技術高度化・連携支援事業

（サポイン事業及びサビサポ事業））。

また、中小企業によるイノベーション創出を強力に支援する活動を

普及・拡大するための実証事業を行う。

国

補助
(原則2/3以内)

委託 共同体
（中小企業者等を
中心とした２者以上）

・民間団体等

〇補助事業期間：２～３年
〇補助上限額：（通常枠）単年4,500万円、３年間9,750万円

  （出資獲得枠）単年１億円、３年間３億円
〇補助率：（中小企業者等）原則2/3以内（大学・公設試等）原則定額

※課税所得15億円超の中小企業者等は1/2以内

○委託：補助事業に係る評価・分析、販路開拓支援等

事業管理機関
（中小企業者等、
大学・公設試等）

中小企業者等

大学・公設試等

アドバイザー

＜共同体イメージ＞
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